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改

選

後

初

の

定

例

議

会

と

な

っ

た

７

月

定

例

会

は

７

月

１

４

日

か

ら

８

月

１

日

ま

で

の

日

程

で

開

か

れ

、

岡

村

英

治

議

員

は

▽

「

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

」

に

反

対

を

▽

産

業

廃

棄

物

最

終

処

分

場

建

設

計

画

に

反

対

を

▽

島

根

原

発

の

廃

炉

を

求

め

て

▽

子

育

て

支

援

の

充

実

▽

安

心

し

て

老

後

を

過

ご

せ

る

医

療

・

介

護

に

―

を

テ

ー

マ

に

一

般

質

問

し

ま

し

た

。

質

問

の

概

要

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

 

 

ま

た

、

裏

面

で

は

今

議

会

の

特

徴

点

や

「

請

願

・

陳

情

」

に

対

す

る

各

議

員

の

態

度

を

掲

載

し

ま

し

た

。

 

 

「

殺

し

殺

さ

れ

る

国

」

に

す

る

な

 

  

岡

村

英

治

議

員

は

、

「

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

と

い

う

閣

議

決

定

は

さ

れ

た

が

、

憲

法

９

条

は

生

き

て

い

る

、

違

憲

の

閣

議

決

定

は

撤

回

す

る

し

か

な

い

」

と

強

調

し

、

市

長

の

認

識

を

た

だ

し

ま

し

た

。

 

岡

村

 

自

衛

隊

は

６

０

年

間

、

憲

法

９

条

が

あ

っ

て

他

国

の

人

を

一

人

も

殺

さ

ず

、

一

人

の

戦

死

者

も

出

す

こ

と

は

な

か

っ

た

。

内

閣

の

勝

手

な

憲

法

解

釈

の

変

更

で

、

戦

後

日

本

の

あ

り

方

を

否

定

し

、

「

殺

し

殺

さ

れ

る

国

」

に

し

て

い

い

の

か

？

 

市

長

 

こ

の

内

閣

の

方

針

に

つ

い

て

は

、

よ

り

丁

寧

な

国

民

に

対

す

る

説

明

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

 

▼

こ

の

問

題

で

、

三

重

県

松

阪

市

長

は

「

閣

議

決

定

無

効

の

提

訴

」

を

し

、

兵

庫

県

宝

塚

市

長

は

「

断

固

反

対

」

と

記

者

会

見

で

述

べ

て

い

ま

す

。

米

子

市

長

に

も

、

こ

う

し

た

気

概

を

求

め

た

い

も

の

で

す

。

 
 

 

自

衛

隊

の

募

集

事

務

は

や

め

よ

 

 

岡

村

 

「

息

子

が

自

衛

隊

員

。

心

配

で

た

ま

ら

な

い

」

と

母

親

か

ら

の

電

話

が

共

産

党

に

寄

せ

ら

れ

た

。

国

の

防

衛

と

は

全

く

関

係

な

く

、

海

外

の

戦

場

に

送

り

込

む

こ

と

に

な

る

自

衛

隊

員

の

募

集

事

務

は

や

め

る

べ

き

。

住

民

基

本

台

帳

の

閲

覧

も

断

れ

。 

市

民

生

活

部

長

 

国

の

機

関

に

よ

る

公

務

上

の

閲

覧

と

し

て

許

可

し

て

い

る

。

 

▼

憲

法

違

反

の

閣

議

決

定

が

出

さ

れ

た

以

上

、

き

っ

ぱ

り

と

や

め

る

べ

き

で

す

。

 

 

産

廃

処

分

場

は

子

孫

へ

の

「

時

限

爆

弾

」

 
 

  

岡

村

議

員

は

、

環

境

を

悪

化

さ

せ

る

処

分

場

建

設

計

画

の

中

止

を

求

め

て

質

問

。

 

岡

村

 

埋

め

立

て

る

廃

棄

物

は

３

７

年

間

か

け

２

１

万

５

千

㌧

で

“

満

杯

”

に

な

る

計

画

。

そ

の

後

１

０

年

間

は

事

業

者

が

管

理

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

そ

の

１

０

年

間

で

無

害

化

さ

れ

る

の

か

。

そ

の

後

仮

に

有

害

物

質

が

流

出

し

た

場

合

、

そ

の

責

任

は

だ

れ

が

取

る

の

か

？ 

副

市

長

 

最

終

的

に

は

、

鳥

取

県

が

必

要

な

措

置

を

講

じ

る

も

の

と

理

解

し

て

い

る

。

 

▼

県

任

せ

に

終

始

す

る

米

子

市

の

姿

勢

で

は

、

地

域

の

環

境

は

守

れ

ま

せ

ん

。

 

「

島

根

原

発

の

再

稼

働

」

判

断

、

国

任

せ

の

姿

勢

は

許

せ

な

い

 

 

岡

村

 

市

民

の

意

識

調

査

で

、

過

半

数

が

島

根

原

発

再

稼

働

に

否

定

的

。

福

島

原

発

事

故

の

検

証

と

総

括

が

な

い

ま

ま

の

再

稼

働

は

許

さ

れ

な

い

。

 

市

長

 

新

規

制

基

準

適

合

性

の

審

査

結

果

に

基

づ

き

、

国

に

お

い

て

安

全

性

と

必

要

性

に

つ

い

て

の

説

明

責

任

を

果

た

し

、

地

域

住

民

の

安

全

を

第

一

に

判

断

し

て

ほ

し

い

。

 

▼

国

任

せ

の

市

長

の

態

度

は

、

市

民

の

不

安

に

こ

た

え

る

も

の

と

は

到

底

言

え

ま

せ

ん

。

 

 

保

育

料

の

軽

減

で

子

育

て

支

援

を

 

 

岡

村

 

県

内

他

市

に

比

べ

て

、

米

子

市

の

保

育

料

は

高

す

ぎ

る

。

無

料

化

を

目

指

し

、

当

面

半

額

に

す

べ

き

。

 

市

長

 

受

益

者

負

担

の

観

点

か

ら

応

分

の

負

担

を

お

願

い

す

る

。

 

▼

境

港

市

に

比

べ

、

あ

る

階

層

で

は

年

間

７

万

円

以

上

も

高

く

な

っ

て

い

る

実

態

を

無

視

し

た

答

弁

で

す

。

 

 

医

療

・

介

護

の

改

悪

や

め

よ

 

  

自

公

に

よ

っ

て

強

行

さ

れ

た

医

療

・

介

護

総

合

法

。

そ

れ

に

よ

り

「

介

護

２

割

負

担

」

「

特

養

ホ

ー

ム

の

入

所

制

限

」

「

病

床

減

ら

し

て

患

者

追

い

出

し

」

―

、

こ

う

し

た

改

悪

が

狙

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

岡

村

 

こ

う

し

た

医

療

・

介

護

の

改

悪

や

め

よ

の

声

を

国

に

上

げ

る

べ

き

。

 

市

長

 

介

護

保

険

制

度

を

安

定

的

に

継

続

さ

せ

る

た

め

の

改

定

だ

。

 

▼

国

言

い

な

り

で

、

「

制

度

残

し

て

介

護

な

し

」

の

態

度

で

す

。
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今

議

会

に

、

「

閣

議

決

定

」

撤

回

を

求

め

る

な

ど

と

す

る

陳

情

が

二

件

提

出

さ

れ

ま

し

た

。

最

終

日

の

採

決

に

あ

た

り

、

保

守

系

の

岩

崎

康

朗

議

員

（

蒼

生

会

）

と

前

原

茂

議

員

（

公

明

党

）

は

反

対

討

論

に

立

ち

、

安

倍

首

相

が

一

つ

覚

え

の

よ

う

に

繰

り

返

し

て

い

る

「

紛

争

時

に

邦

人

輸

送

す

る

米

艦

船

の

防

護

」

論

を

持

ち

出

し

て

、

「

も

は

や

一

国

だ

け

で

平

和

を

守

る

こ

と

は

で

き

な

い

」

な

ど

と

主

張

。

 

岡

村

議

員

は

「

長

年

に

わ

た

る

国

会

論

戦

、

政

府

答

弁

の

積

み

重

ね

を

無

視

し

て

、

自

民

・

公

明

の

政

府

与

党

内

の

密

室

協

議

を

通

じ

て

、

一

片

の

『

閣

議

決

定

』

で

強

行

す

る

な

ど

と

い

う

の

は

、

立

憲

主

義

を

根

底

か

ら

否

定

す

る

も

の

」

と

、

賛

成

討

論

し

ま

し

た

。 

採

決

の

結

果

、

賛

成

９

、

反

対

１

５

で

、

陳

情

は

不

採

択

と

な

り

ま

し

た 
 

「閣議決定」撤回求める陳情 

岡村議員が賛成討論 

岡村えいじ議員 
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岡村えいじ  

   電話 ２９－３４７５ 

 ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/o/ 

① さらなる年金の削減の中止を求める請願  

② 「介護・医療総合法」の撤回を求める請願 

③ 島根原発の再稼働に対する慎重な判断

を求める陳情 

④ 集団的自衛権行使容認の「閣議決定」撤

回を求める陳情  

陳情・議案に対する議員の態度 

   ○賛成  ×反対 ①①①①        ②②②②        ③③③③        

共産党共産党共産党共産党    岡村岡村岡村岡村    英治英治英治英治 ○ ○ ○ 

蒼生会      

岩崎 康朗 × × × 

尾沢 三夫 × × × 

門脇 一男 × × × 

田村 謙介 × × × 

三鴨 秀文 × × × 

三穂野雅俊 × × × 

湯浅 敏雄 × × × 

渡辺 穣爾 

信 風  

安達 卓是 × × × 

伊藤ひろえ × × ○ 

稲田  清 × × × 

中田 利幸 × × × 

村井  正 × × × 

公明党 

今城 雅子 × × × 

前原  茂 × × × 

安田  篤 × × × 

矢田貝香織 × × × 

希 望 

国頭  靖 × × ○ 

土光  均 ○ ○ ○ 

矢倉  強 × × ○ 

山川 智帆 ○ × ○ 

一院ク 遠藤  通 × × × 

コモンズ 杉谷第士郎 × × × 

無所属 

岡田 啓介 × × × 

戸田 隆次 欠席 

議長 

④④④④    

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

× 

× 

○ 

○ 

× 

 

こ

の

度

の

補

正

予

算

で

、

保

育

園

や

小

中

学

校

、

養

護

学

校

の

ト

イ

レ

の

洋

式

化

が

促

進

さ

れ

ま

す

。

 

 

市

立

保

育

園

で

は

、

新

た

に

３

０

基

の

ト

イ

レ

が

洋

式

化

さ

れ

、

す

べ

て

の

園

に

洋

式

ト

イ

レ

が

導

入

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ

れ

に

よ

り

全

体

の

約

３

分

の

２

が

洋

式

と

な

り

、

残

り

の

３

分

の

１

は

和

式

の

ま

ま

で

す

。

 

 

小

中

・

養

護

学

校

関

係

で

は

、

あ

わ

せ

て

１

５

５

基

が

設

置

さ

れ

、

洋

式

化

率

は

約

４

３

％

に

な

り

ま

す

。

市

と

し

て

は

今

後

も

、

財

源

の

確

保

に

努

め

な

が

ら

、

洋

式

化

を

進

め

て

い

く

考

え

で

す

。

 

 

今

回

、

ト

イ

レ

の

洋

式

化

に

か

か

る

事

業

費

は

、

あ

わ

せ

て

約

９

０

０

０

万

円

で

す

。

 

 

年

金

支

給

額

を

昨

年

、

今

年

そ

し

て

来

年

と

３

年

連

続

で

計

２

・

５

％

も

削

減

す

る

暴

挙

が

強

行

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

「

特

例

水

準

の

解

消

」

を

う

た

っ

て

い

ま

す

が

、

こ

の

間

、

灯

油

な

ど

の

生

活

必

需

品

の

値

上

げ

、

介

護

保

険

料

な

ど

公

共

料

金

の

引

き

上

げ

な

ど

で

高

齢

者

世

帯

の

生

活

は

厳

し

さ

が

増

す

ば

か

り

で

す

。

 

 

さ

ら

に

、

こ

の

２

・

５

％

削

減

に

続

い

て

、

「

マ

ク

ロ

経

済

ス

ラ

イ

ド

」

が

来

年

か

ら

実

施

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

物

価

上

昇

に

あ

わ

せ

て

引

き

上

げ

ら

れ

て

き

た

年

金

支

給

額

を

、

高

齢

者

の

平

均

余

命

の

伸

び

（

０

・

３

％

）

と

現

役

人

口

の

減

少

（

０

・

６

％

）

と

を

合

わ

せ

た

率

を

引

き

下

げ

よ

う

と

い

う

も

の

で

、

一

定

期

間

、

毎

年

１

％

前

後

で

年

金

が

下

げ

ら

れ

て

い

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

→

採

択

を

主

張

 

 

①

さ

ら

な

る

年

金

の

削

減

の

中

止

を

求

め

る

請

願

 

 

こ

の

６

月

、

「

介

護

・

医

療

総

合

法

」

が

、

国

会

で

の

委

員

会

質

疑

を

通

じ

て

厚

労

省

が

示

し

た

論

拠

も

崩

れ

去

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

す

べ

て

の

野

党

の

反

対

を

押

し

の

け

て

、

自

民

・

公

明

の

与

党

に

よ

っ

て

強

行

成

立

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

 

 

同

法

は

、

プ

ロ

グ

ラ

ム

法

に

規

定

さ

れ

た

医

療

・

介

護

分

野

の

再

編

を

中

心

に

、

合

計

１

９

本

も

の

法

律

を

一

挙

に

改

正

し

た

も

の

で

す

。

主

な

内

容

は

、

▽

要

支

援

者

の

訪

問

介

護

・

通

所

介

護

を

保

険

給

付

か

ら

外

す

、

▽

利

用

者

２

割

負

担

の

導

入

、

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

入

所

を

要

介

護

３

以

上

に

限

定

、

低

収

入

の

介

護

施

設

入

所

者

に

対

す

る

補

足

給

付

の

見

直

し

、

▽

病

床

の

再

編

・

削

減

を

都

道

府

県

主

導

で

推

進

、

看

護

師

に

医

療

行

為

を

委

ね

る

研

修

制

度

の

創

設

―

な

ど

を

定

め

て

い

ま

す

。

→

採

択

を

主

張

 

 

②

「

介

護

・

医

療

総

合

法

」

の

撤

回

を

求

め

る

請

願

 

 

中

国

電

力

は

、

多

く

の

周

辺

住

民

の

不

安

の

声

を

無

視

し

て

、

島

根

原

発

２

号

機

の

再

稼

働

に

向

け

原

子

力

規

制

委

員

会

に

「

適

合

」

審

査

の

申

請

を

し

て

い

ま

す

。

 

 

し

か

し

、

「

新

規

制

基

準

」

は

、

福

島

第

一

原

発

事

故

の

教

訓

が

反

映

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

Ｅ

Ｕ

（

欧

州

連

合

）

の

基

準

に

は

あ

る

核

燃

料

溶

融

時

の

対

応

設

備

や

、

格

納

容

器

の

強

度

、

電

源

系

統

の

独

立

性

な

ど

重

要

事

項

が

盛

り

込

ま

れ

て

い

な

い

、

と

い

う

“

欠

陥

”

基

準

で

す

。

 

 

ま

た

、

原

発

の

重

大

事

故

の

際

に

住

民

を

安

全

に

避

難

さ

せ

る

計

画

も

、

「

万

全

な

も

の

」

と

は

到

底

言

え

な

い

段

階

で

、

再

稼

働

な

ど

論

外

で

す

。

こ

の

よ

う

に

再

稼

働

に

際

し

て

は

、

あ

ら

ゆ

る

角

度

か

ら

慎

重

な

検

討

が

必

要

で

す

。

→

採

択

を

主

張

 

 

③

島

根

原

発

の

再

稼

働

に

対

す

る

慎

重

な

判

断

を

求

め

る

陳

情

 

請願・陳情に対する日本共産党市議団の態度 

 ◎ 委員長 ○ 副委員長 

議会運営委員会 ◎岩崎 ○稲田 尾沢 三鴨 村井 安田 国頭 岡村 

総務企画委員会 ◎尾沢 ○村井 三穂野 渡辺 前原 矢田貝 国頭 戸田 

市民福祉委員会 ◎安田 ○田村 岩崎 伊藤 村井 土光 矢倉 岡村 

経済教育委員会 ◎三鴨 ○国頭 門脇 湯浅 稲田 中田 前原 岡田 

建設水道委員会 ◎伊藤 ○三穂野 門脇 安達 今城 山川 遠藤 杉谷 

予算審査委員会 ◎湯浅 ○伊藤 全議員 

委

員

会

委

員

一

覧

 

 

保
育
園
や
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化 

 

国

の

地

方

税

法

の

改

悪

が

さ

れ

、

消

費

税

増

税

に

合

わ

せ

二

重

課

税

と

な

る

自

動

車

取

得

税

は

廃

止

を

、

と

い

う

自

動

車

業

界

の

要

望

に

こ

た

え

て

税

率

引

き

下

げ

で

応

え

る

一

方

、

庶

民

の

足

と

な

っ

て

生

活

に

欠

か

せ

な

い

軽

自

動

車

や

原

付

な

ど

の

税

金

が

大

幅

に

引

き

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。

軽

自

動

車

は

７

２

０

０

円

→

１

万

８

０

０

円

（

１

・

５

倍

）

、

５

０

㏄

以

下

の

原

付

は

１

０

０

０

円

→

２

０

０

０

円

（

２

倍

）

で

す

。

 

 

米

子

市

内

で

は

こ

の

増

税

に

よ

り

、

年

間

約

５

０

０

０

万

円

の

負

担

増

と

な

り

ま

す

。

 

“

庶

民

の

足

”

に

増

税

、

許

せ

な

い

！

 


